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莱
おくやみ

変
わ
る
商
標

自
転
車
ロ
ー
ド

で
復
興
発
信

鳥
イ
ン
フ
ル
、
搬
出
制
限
解
除

船
首
ハ
ッ
チ
密
閉
さ
れ
ず
浸
水

薗
浦
議
員
、

過
少
記
載
認
識
」

新型コロナ
速 報

テレビ・ラジオ番組と解説

地方版・ワイド ・

ふくしまは負けない明日へ

文 化

ひろば

学習応援みんぽう塾

「
間
」
は
芝

居
、
漫
才
な
ど

の
動
作
や
せ
り

ふ
の
間
に
挟
む

休
止
の
時
間
を

指
す
。
決
し
て
無
駄
で
は

な
い
。
「
間
が
抜
け
る
」

は
、
大
事
な
も
の
が
抜
け

落
ち
る
こ
と
を
意
味
す
る

▼
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
普
及

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
会
議

や
交
流
は
、
そ
ん
な
大
事

な
間
を
奪
っ
た
面
も
あ
る

よ
う
だ
。
会
合
の
合
間
や

終
了
後
の
談
笑
は
相
手
と

の
距
離
を
縮
め
る
の
に
役

立
つ
が
、
ど
う
も
し
に
く

い
。
歌
人
の
永
田
紅
さ
ん

は
エ
ッ
セ
ー
で
指
摘
す

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り

〈
時
間
的
に
も
空
間
的
に

も
間
が
な
く
な
っ
た
こ
と

で
、
無
駄
と
と
も
に
、
余

白
の
面
白
さ
も
省
か
れ

た
〉
▼
普
通
で
あ
れ
ば
、

忘
年
会
も
中
盤
を
迎
え
る

時
節
。
民
間
の
今
年
の
全

国
調
査
に
よ
る
と
、
職
場

で
の
開
催
を
望
ん
で
い
る

の
は
20
代
に
多
い
傾
向
に

あ
っ
た
。
「
同
僚
や
上
司

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
た
い
」
と
い
っ
た

意
識
が
あ
る
と
い
う
。
年

代
が
上
が
る
に
つ
れ
て

「
気
を
遣
う
の
が
疲
れ
る
」

「
仕
事
以
外
で
職
場
の
人

と
関
わ
り
た
く
な
い
」
な

ど
と
、
消
極
派
が
目
立
つ

▼
先
輩
に
対
す
る
若
者
の

思
い
は
、
今
年
も
届
き
に

く
い
状
況
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
県
内
企
業
の
約
８

割
が
開
催
に
慎
重
と
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
が
出
た
。

せ
め
て
辛
苦
の
一
年
を
共

に
し
た
ね
ぎ
ら
い
、
感
謝

を
込
め
た
言
葉
を
掛
け
合

い
た
い
。
新
旧
世
代
の
隙

間
を
越
年
さ
せ
ぬ
よ
う
。

概況 週間天気は22面

◇
お
こ
と
わ
り

連
載

「
鉄
路
と
生
き
る
」
は
休

み
ま
し
た
。

莢莢莢莢
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福
島
民
報
社
賞

ナ
プ
ロ
ア
ー
ス
伊

達

ナ
プ
ロ
ア
ー
ス

池
本

篤
社
長

日
東
紡

辻

裕
一
社
長

卓
越
し
た
も
の
づ
く
り
の
技
、
地
域

活
性
化
に
資
す
る
企
業
活
動
を
た
た
え

る
福
島
民
報
社
主
催
「
第
８
回
ふ
く
し

ま
経
済
・
産
業
・
も
の
づ
く
り
賞
（
ふ
く

し
ま
産
業
賞

の
受
賞
者
が
決
ま
っ

た

県
内
80
の
企
業
・
団
体
か
ら
応
募

が
あ
り
、
最
高
賞
の
知
事
賞
に
は
福
島

市
に
本
店
を
置
く
日
東
紡

辻
裕
一
社

長

が
輝
い
た
。
福
島
民
報
社
賞
に
は

伊
達
市
の
ナ
プ
ロ
ア
ー
ス

池
本
篤
社

長

が
選
ば
れ
た

（
８
〜
10
、
22
、
23
面
に
関
連
記
事
）

過
去
に
「
ふ
く
し
ま
産

業
賞
」
を
受
け
、
そ
の
後

も
着
実
に
業
績
を
伸
ば

し
、
社
会
へ
の
貢
献
が
認

め
ら
れ
る
い
わ
き
市
の
磐

栄
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

村
田
裕
之
社
長

福
島

市
の
イ
ー
ビ
ー
エ
ム

朴

栄
光
社
長

に
対
し

選
考

委
員
長
賞
が
贈
ら
れ
る
。

ベ
ン
チ
ャ
ー

女
性

の
活
躍

伝
統
の
も
の
づ

く
り

な
ど
を
テ
ー
マ
に

選
考
す
る
福
島
民
報
社
奨

励
賞
に
は

南
相
馬
市
の

テ
ラ
・
ラ
ボ
（
松
浦
孝
英

社
長

金
山
町
の
奥
会
津

か
ね
や
ま
福
業
協
同
組
合

目
黒
祐
一
代
表
理
事

南
相
馬
市
の
小
高
ワ
ー
カ

ー
ズ
ベ
ー
ス

和
田
智
行

社
長

福
島
市
の
伊
藤
石

材
工
業

安
部
和
宏
社
長

が
選
出
さ
れ
た

莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢
選考委員長賞

磐
栄
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

い
わき

イ
ー
ビ
ー
エ
ム
福

島

受
賞
者
は
【
表
】
の
通

り
で
、
知
事
賞
１
件
、
福

島
民
報
社
賞
１
件
、
選
考

委
員
長
賞
２
件
、
福
島
民

報
社
奨
励
賞
４
件
、
金
賞

２
件
、
銀
賞
５
件
、
特
別

賞
11
件
の
計
26
件
が
選
出

さ
れ
た
。

知
事
賞
の
日
東
紡
は
県

内
で
福
島
、
郡
山
両
市
に

生
産
拠
点
を
構
え
る
ガ
ラ

ス
繊
維
（
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ

バ
ー
）
の
製
造
メ
ー
カ
ー

で
、
医
療
関
連
事
業
も
手

が
け
る
。
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ

バ
ー
で
織
る
同
社
の
ガ
ラ

ス
ク
ロ
ス
は
薄
く
、
伸
縮

が
少
な
い
。
性
能
の
高
さ

に
定
評
が
あ
り
、
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
京
」

「
富
岳
」
の
電
子
基
板
素

材
と
し
て
連
続
で
採
用
さ

れ
た
。
日
本
で
初
め
て
グ

ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
の
工
業

化
に
成
功
し
た
技
術
の
蓄

積
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

６
Ｇ
な
ど
次
世
代
高
速
通

信
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
な

根
幹
を
担
う
企
業
と
し
て

注
目
さ
れ
、
２
０
２
３
（
令

和
５
）
年
に
創
業
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
。

福
島
民
報
社
賞
の
ナ
プ

ロ
ア
ー
ス
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
浪
江
町
か
ら

伊
達
市
梁
川
町
に
移
転
し

た
。
１
９
９
６
（
平
成
８
）

年
の
創
業
以
来
、
自
動
車

の
総
合
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
部
品

を
再
生
可
能
な
資
源
と
し

て
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

・
リ
ユ
ー
ス
す
る
態
勢
を

整
え
た
。
「
捨
て
る
」
か

ら
「
よ
み
が
え
ら
せ
る
」

へ
シ
フ
ト
し
た
独
自
技
術

の
世
界
標
準
化
を
目
標

に
、
業
績
を
伸
ば
し
て
い

る
。

表
彰
式
は
２
０
２
３
年

２
月
３
日
、
郡
山
市
の
ホ

テ
ル
ハ
マ
ツ
で
行
う
。

中
学
生
が
初
の
金
賞

吾
妻
中
福

島

莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢
学生部門学

生
部
門
は
、
福
島
市

の
吾
妻
中
生
活
科
学
部
研

究
班
‖
内
藤
咲
月
（
さ
つ

き
）
部
長
‖
が
最
高
賞
の

学
生
金
賞
を
受
け
る
。
同

部
門
の
募
集
は
５
回
目

で
、
中
学
生
の
エ
ン
ト
リ

ー
は
初
め
て
だ
っ
た
。

研
究
班
の
メ
ン
バ
ー

は
、
県
産
農
産
物
の
風
評

払
拭
を
目
指
し
、
市
内
の

農
業
関
係
者
と
連
携
し
て

糖
度
の
高
い
ト
マ
ト
の
栽

培
を
目
指
し
た
。
液
体
肥

料
に
混
ぜ
る
塩
化
物
の
分

量
や
種
類
に
つ
い
て
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
研
究
を
進

め
、
独
自
の
調
合
法
を
考

案
し
た
。
連
携
し
た
農
業

関
係
者
は
来
年
か
ら
育
成

に
取
り
入
れ
る
。

学
生
部
門
に
は
県
内
の

大
学
・
短
大
、
高
専
、
高

校
、
中
学
校
か
ら
15
件
の

応
募
が
あ
り
、
11
件
が
入

賞
し
た
。

吾
妻
中

内
藤

咲
月
部
長

新１区亀岡氏

新２区根本氏

新４区吉野氏

莱
自民県連候補推薦

本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

確
実
に
確
保

被
災
地

配

慮

最
終
案
に
明
記
へ

復興財源自
民
、
公
明
両
党
は
議

論
中
の
２
０
２
３
年
度
税

制
改
正
大
綱
案
に
「
政
府

は
東
日
本
大
震
災
被
災
地

の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
の
財
源
を
確
実
に
確
保

す
る
」
と
の
趣
旨
の
文
言

を
盛
り
込
む
方
向
で
調

整
し
て
い
る
。
複
数
の
関

係
者
が
15
日
、
明
ら
か
に

し
た
。

最
終
案
に
は
帰
還
困
難

区
域
の
避
難
指
示
解
除
や

東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
の
廃
炉
な
ど
具
体
的

な
課
題
に
対
応
す
る
国
の

責
任
な
ど
も
記
し
、
改
正

に
よ
っ
て
復
興
へ
の
影

響
が
出
な
い
よ
う
配
慮
す

る
方
針
だ
。

自
民
、
公
明
両
党
は
15

日
、
与
党
税
制
協
議
会
を

開
き
、
防
衛
費
増
額
の
財

源
確
保
策
と
し
て
、
法
人
、

所
得
、
た
ば
こ
の
３
税
の

増
税
方
針
を
２
０
２
３
年

度
税
制
改
正
大
綱
に
盛
り

込
む
こ
と
で
合
意
し
た
。

法
人
税
は
４
〜
４
・
５

％
、
所
得
税
は
１
％
を
税

額
に
上
乗
せ
し
、
た
ば
こ

税
は
１
本
換
算
で
３
円
引

き
上
げ
る
。
与
党
内
の
強

い
増
税
反
対
論
や
拙
速
批

判
に
配
慮
し
、
実
施
時
期

は
「
24
年
以
降
の
適
切
な

時
期
」
と
し
て
明
示
せ
ず
、

判
断
を
来
年
に
先
送
り
し

た
。（
６
面
に
関
連
記
事
）

両
党
の
税
制
調
査
会
は

こ
の
日
開
い
た
会
合
で
増

税
方
針
を
了
承
し
た
。
16

日
に
大
綱
を
決
定
す
る
。

自
民
税
調
の
宮
沢
洋
一
会

長
は
増
税
の
実
施
時
期
が

決
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
「
（
来
年
の
）
通

常
国
会
に
法
案
を
出
せ
な

い
」
と
記
者
団
に
語
っ
た
。

所
得
税
は
防
衛
費
に
充

て
る
目
的
の
付
加
税
を
創

設
。
東
日
本
大
震
災
の
復

興
特
別
所
得
税
の
税
率
を

現
在
の
２
・
１
％
か
ら
１

％
分
を
下
げ
、
防
衛
向
け

の
財
源
に
転
用
す
る
。
現

在
37
年
ま
で
と
な
っ
て
い

る
課
税
期
間
を
最
長
で
13

年
間
延
ば
し
、
復
興
財
源

の
総
額
は
確
実
に
確
保
す

る
。

衆
院
小
選
挙
区
定
数
を

「
10
増
10
減
」
す
る
改
正

公
選
法
で
県
内
選
挙
区
が

５
か
ら
４
に
減
る
の
を
受

け
、
自
民
党
県
連
は
15
日
、

選
挙
対
策
委
員
会
を
開

き
、
次
期
衆
院
選
公
認
候

補
と
な
る
選
挙
区
支
部
長

に
新
１
、
２
、
４
区
は
い

ず
れ
も
現
職
３
氏
を
推
薦

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
一

方
、
会
津
地
方
と
県
南
地

方
の
新
３
区
は
、
現
３
区

支
部
長
の
上
杉
謙
太
郎
氏

47

‖
当
選
２
回
、
比
例

東
北
‖
、
現
４
区
支
部
長

の
菅

一
郎
氏

67

‖
当

選
４
回
、
比
例
東
北
‖
の

現
職
２
氏
か
ら
１
人
に
絞

り
込
む
の
は
現
時
点
で
困

難
と
判
断
し
、
結
論
を
持

ち
越
し
た
。
（
２
面
に
関

連
記
事
）

選
挙
区
支
部
長
に
内
定

し
た
の
は
新
１
区
が
亀
岡

偉
民
氏

67

‖
当
選
５

回
、
比
例
東
北
‖
、
新
２

区
は
根
本
匠
氏

71

‖
当

選
９
回
、
現
２
区
‖
、
新

４
区
は
吉
野
正
芳
氏

74

‖
当
選
８
回
、
現
５
区
‖
。

県
内
の
郡
市
総
支
部
の
意

向
を
踏
ま
え
た
。

新
３
区
の
結
論
を
持
ち

越
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
19
日
に
「
地
元
の
意

見
」
と
し
て
党
本
部
に
伝

え
た
上
で
、
候
補
者
調
整

を
続
け
る
。
上
杉
氏
は
「
県

中
、
県
南
と
と
も
に
あ
る

と
の
考
え
は
変
わ
ら
ず
、

ど
の
選
挙
区
に
な
っ
て
も

地
域
の
要
望
を
届
け
て
い

く
。
今
後
の
党
決
定
を
真

摯
（
し
ん
し
）
に
受
け
止

め
た
い
」
と
述
べ
た
。
菅

氏
は
「
推
し
て
く
れ
た

地
元
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。
引
き

続
き
、
現
職
議
員
と
し
て

会
津
を
は
じ
め
地
域
の
課

題
解
決
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
め
る
」
と
話
し
た
。

県
内
選
挙
区
の
定
数
１

減
を
巡
っ
て
県
連
内
に

は
、
自
民
の
現
有
５
議
席

を
維
持
で
き
な
け
れ
ば
、

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電

力
福
島
第
１
原
発
事
故
か

ら
の
復
興
に
関
す
る
財
源

確
保
や
制
度
拡
充
な
ど
の

働
き
か
け
に
支
障
が
出
る

と
の
懸
念
が
あ
る
。
西
山

尚
利
幹
事
長
は
選
対
委
終

了
後
、
「
現
職
５
人
を
引

き
続
き
国
政
に
送
る
の
が

大
前
提
だ

と
述
べ

比
例

代
表
で
１
議
席
を
優
先
的

に
本
県
関
係
候
補
者
に
配

分
す
る
よ
う
党
本
部
に
求

め
る
考
え
を
強
調
し
た
。

防衛増税 時期示さず
与党復興税最長13年間延長

法

人

４

％

台

所
得
１
％
合
意

比
例
１
枠
配
分
要
望
へ
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